
 

令和２年１月２４日  

 

緊急時対策支援システム（ＥＲＳＳ）の伝送停止について 

 

原子力規制庁は、令和２年１月２４日午前１時３５分、日本原子力発電株式会社（以下、

「日本原電」という。）敦賀発電所（１号機：廃止措置中、２号機：運転停止中）に係る緊

急時対策支援システム（以下、「ＥＲＳＳ」という。）のプラント情報表示システム（※）に

おいて、同日午前０時３９分以降の一部伝送データ（放射線管理計算機データ）のデータ伝

送が停止していることを確認しました。 

直ちに、日本原電に対してシステム復旧を要請するとともに、システムの復旧までの間の

プラントパラメータ情報は、電子メール等の手段により原子力規制庁に送付するよう要請

しました。 

その後、日本原電から、データ伝送一部停止の原因は、敦賀発電所の放射線管理計算機か

らの伝送ラインに係る装置の故障であるとの連絡がありました。現在、日本原電にて復旧作

業を行っています。 

 

経過については別紙のとおりです。 

なお、本件は、原子力施設のトラブルに関するものではありません。 

 

※格納容器内の圧力や温度等の原子力施設のプラント情報をモニタに表示するためのシス

テムのこと。 
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別紙 

 

＜概要＞ 

１．令和２年１月２４日午前１時２７分、日本原電から原子力規制庁に対して、敦賀発電所

からのＥＲＳＳに係るデータ伝送装置に障害が発生したとの連絡があり、ＥＲＳＳの

プラント情報表示システムを調べたところ、同日午前０時３９分以降、一部伝送データ

（放射線管理計算機データ）のデータ伝送が停止していることを同日午前１時３５分

に確認。 

２．障害は、敦賀発電所の放射線管理計算機に係る伝送ラインで発生したものであり、原子

力規制庁は日本原電に対しシステム復旧を要請するとともに、システムの復旧までの

間のプラントパラメータ情報は電子メール等の手段により原子力規制庁に送付するよ

う要請。 

３．現在、日本原子力発電株式会社にて復旧作業を実施中であり、また、電子メールによる

プラントパラメータの受領を継続中。 

 

以上 

 


